
お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

功績・栄光をたたえます

元 

郵
便
集
配
受
託
者

杉す
ぎ
は
ら原 

ス
ミ
ヱ
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

春
の
褒
章

黄
綬
褒
章

　
約
30
年
に
わ
た
り
、
郵
便
物
集
配
受

託
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
杉
原
さ
ん
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
30
年
間

休
む
こ
と
な
く
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
、
そ
し
て
家
族
の
理
解
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
元
気
に
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
皆
さ
ん
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場

第
36
回
全
日
本
武
術

　
　
太
極
拳
選
手
権
大
会  

     

（
７
月
12
日
～
７
月
14
日
・
岡
山
県
）

伊い

が賀 

巳み

き

こ
起
子
さ
ん（
原
田
北
町
）  

「
今
年
の
全
国
大
会
は
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー

ナ
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
足
裏
の

調
整
不
足
で
順
位
を
下
げ
て
し
ま
っ
た

の
が
残
念
で
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

声
援
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
に
な
く
心

静
か
に
演
武
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

功
績
・
栄
光
を
た
た
え
ま
す

復
興
に
向
け
て　
～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～ 

第
12
回

子
ど
も
災
害
見
舞
金

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象　
住
居
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半

壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受

け
た
子
ど
も（
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

被
災
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
）が
い

る
世
帯

支
給
額　
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
郵
送（
申
請
書
は
こ
ど
も
未
来
課
に
備

え
て
い
る
ほ
か
、
岡
山
県
子
ど
も
家
庭
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

申
請
先　
〶
７
０
３
‐
８
２
７
８　
岡
山

市
中
区
古
京
町
１
‐
７
‐
36　
「
子
ど
も

災
害
見
舞
金
係
」

申
請
期
限　
10
月
31
日（
木
）ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
子
ど
も
家
庭
課
子
ど
も
災
害

見
舞
金
係
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
８
７
４

岡山県
子ども家庭課

新
た
に
救
命
胴
衣
を
整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
、
高
梁
市
消
防
団
で
救

命
胴
衣
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
大
規
模
水
害
対
策
訓

練
で
は
、
消
防
団
員
が
新
し
い
救
命
胴
衣

を
着
用
し
土
の
う
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
各
地

域
に
配
備
し
、
訓
練

や
有
事
の
際
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

☎（
21
）０
１
２
２

消
防
署
だ
よ
り

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

　
「
防
災
の
日
」
は
、
昭
和
34
年
９
月
26

日
に
５
０
０
０
人
を
超
え
る
死
者
や
行
方

不
明
者
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
上
陸

が
契
機
と
な
っ
て
そ
の
翌
年
に
創
設
さ
れ

た
も
の
で
、
9
月
1
日
は
関
東
大
震
災
が

発
生
し
た
日
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
9
月
1
日（
日
）～
９
月
７
日（
土
）は

「
防
災
週
間
」
で
す
。

　
台
風
の
接
近
や
上
陸
は
毎
年
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
多
く
な
り
ま
す
。
自
宅
や

職
場
の
周
囲
で
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
災

害
や
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
、
避
難
場
所

や
避
難
経
路
に
つ
い
て
家
族
の
皆
さ
ん
で

話
し
合
う
な
ど
、
し
っ
か
り
と
災
害
へ
の

備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

○
排
水
溝
な
ど
を
掃
除

○
屋
根
や
窓
を
補
強

○
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の

　
を
屋
内
へ
移
動

○
避
難
経
路
の
確
認

７
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
２
件（
前
月
と
同
じ
）

救
急　
１
７
５
件（
前
月
か
ら
38
件
増
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

電気柵を正しく管理しましょう

　イノシシなどの鳥獣から防護効果を高めるために設置する電気柵ですが、正しく管理をしなければ
効果的に被害を防ぐことができません。
　次のことに注意して電気柵を設置・管理しましょう。
１．電気線と地面に隙間ができないようにする　図①・②
　イノシシ対策の場合、電気線の間隔は 15cm～ 20cmです。
　くぼみがある場合などは、支柱を増やすなど対策をしましょう。

２．ガイシを外側に向ける　図②
　ガイシが耕作地側に向いていると、外側にいるイノシシなどに支柱を押
して倒される可能性が高くなります。

３．電流がしっかり流れるように設置する　図③
　イノシシの足が舗装された道路にある場合、
電気が地面に抜けにくく、電気ショックの威
力が弱くなります。
　石垣や舗装してある道路沿いに設置する場
合は柵の外側 50cm程度が土の地面にな
るように設置してください。

● 農作物被害にお困りの場合は有害鳥獣対策室へご相談ください。
● 防護柵の新規購入、買い替えに対する補助金があります。
● 防護柵の更新時は、防護効果の高い金網（ワイヤーメッシュ）を推奨しています。

問有害鳥獣対策室☎（21）１１９０

隙間

支柱を
追加

15 ～ 20cm

15 ～ 20cm

鼻で倒されないように
ガイシを外側に向ける

アスファルトには
電気が流れにくい

図①

図②

図③

４．電気柵の効果を保つために
　電線が地面に触れたり、草が絡まっ
ていたり、水に浸かったりしていると
効果が減少してしまいます。電気柵の
効果を保つために、電線の周囲を整備
しましょう。

５．定期的に電圧を測定する
　漏電や電池切れで電圧が下がらないよう、定期的に測定して効果を保ちましょう。

６．電気柵は常に通電する
　通電していない電気柵に触れると鳥獣が電気柵を怖がらなくなります。昼間の侵入
を防ぐため日中を通して通電するとともに、農作物がない時期も通電するようにしま
しょう。
※鳥獣のエサとなる収穫物の残りかすなども取り除きましょう。

電
気
柵
に
は
必
ず
注
意
表
示

板
を
付
け
ま
し
ょ
う

見本
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